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はじめに

r (学校)教育を通して児童 ・生徒にどのような

力を育成するか」は，多様化する現代社会におい

て極めて重要な命題である。文部科学省の提唱す

る「生きる力 j，OECDの DeSeCoプロジェク ト

による「キー・ コンピテンシーj (“人生の成功と

適切に機能する社会"のために資する 能力)1)， 

「ポスト近代型能力j2)等 育成する能力の具体化

について近年様々な論議が重ねられている。同時

に， これらの能力育成に対応するカ リキュラム開

発は喫緊の課題といえる。そのうえ，欧米諸国で

は大都市において様々な文化を背景に持つ移民の

増加が顕著で、あり，個人 ・家庭 ・学校だけでなく，

社会の一員として必要なスキルを身に付けた青少

年の育成は重要課題ともいえる。

カナダのプリティッシュコロンビア州 (以下，

BC州と記す)もこれらの教育課題を持つ地域の

一つである。同教育省は2002年から 2年間に渡

仏教員，生徒，親，中等後教育注1)機関の代表

者，産業界，地域住民等の数千人を対象に，生徒

が「中等学校を卒業するまでに(社会の一員とし

て)身につけてほしい力」について協議した。そ

の結果，①キャ リア開発面，②知的発達面(問題
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解決，意思決定のためにアカデミックスキルを利

用できる)，③人間性 ・社会性の発達面(自分 ・

他者のQOL向上のためにイ ニシアティブをとり，

地域社会に寄与する態度 ・能力)の育成という観

点が抽出された。そこで， 同教育省は従来型のペー

ノ号一テス トによる州統一試験だけでなく，生徒の

実際の生活の中で、活用可能なパフォーマンス能力

の評価を取り入れた教育改革に取り組むことになっ

た。

カナダは州単位で教育行政が行われ， BC州の

場合， 初等教育 7年，中等教育 5年の 7- 5制を

採用 している3¥BC州教育省は先に挙げた「中等

学校卒業までに身につけてほしい力」を視座に入

れた卒業プログラムの改訂(期間が11，12年生

の2年聞から 10-12年生の 3年間に，必修教科・

科目の変化)を2004年 9月から適用 した(表 1)。

そして，最も大きな卒業プログラムの変化は，

10-12年生で「卒業ポー トフォ リオ(Graduation 

Portfolio) j 4単位を卒業要件に課したこ とであ

る。「卒業ポート フォリオ」では，生徒のキャ リア

形成や自己課題に取り組む実践的な学びが重視さ

れ， 州統一試験対象教科ではない家庭科の役割も

組み込まれた。

ここで， BC州の中等学校カリキュラムにおけ

る家庭科の位置づけに言及する。家庭科 (Home

Economics Education)は表 1にある「応用技能

(Applied Skills) j という教科群(家庭科のほか
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に，商業，情報，技術教育)の一つである 4)。現

行カリキュラムでは「応用技能」もしくは「芸術」

の科目群から 4単位選択必修のため， BC州の生

徒全員が家庭科を学ぶわけではないが，各学校で

複数の科目が開講されている。また， BC州では

州が認可している科目についてIntegratedReso 

urce Packages (以下IRPと記す) とし当うカリキュ

ラム指標を持ち，家庭科では2008年度 9月施行

の「食物と栄養 8-12j， ，テキスタイル 8-12j， 

「家族学1Q-12j等がある。

本報告は，実社会で必要とされるスキル育成を

軸としたBC州の後期中等学校カリキュラム改革

に注目し，家庭科関連科目の状況と「卒業プログ

ラム」改訂に伴う IRP家庭科の改訂の特徴を明ら

かにする。同時に， BC州の教育改革から日本の

教育に対して得られる示唆について検討する。

11 .研究方法

前項で挙げた事柄を明らかにするために， BC 

州の卒業プログラムに関する 'GraduationPort-

folio Assessment and Focus Areas:A Program 

Guide(2004) j， 'Program Guide for Graduation 

Transitions (2008) j ，家庭科のIRP等のBC州教

育省文書による文献調査と，著者が2005年 3"-'

8月にBC州に滞在した際に行ったインタビュー

等を考察の補足とする。

111. 結果と考察

1. BC州の中等学校卒業要件の変化

2004年 9月入学者から改訂となったBC州の中

等学校の卒業プログラムは「アカデミックな能力

をもち，実際の世の中で競争でき (compete)， 

生涯学習者で社会的責任感のある市民の育成支援J

をねらいとしている5)。

必修の「卒業ポートフォリオ」は， 6つの領域

(美術・デザイン，コミュニティへの参加と責任，

教育・キャリア計画，雇用適正能力，情報工学，

健康管理)を設け，実際に生徒が地域社会で様々

表1 後期中等学校における『卒業プロク、ラムJ (必要取得単位)

(1995~2003年) 11-12年生用 (2004年j 11-12年生用
「ーー「一ー一

最低必要 最低必要
科目名

単位数
科目名

単位数

言語科目10 4 

言語科目11 4 OI!IO. ， 言語科目11 4 

言語科目 12 4 言語科目12 4 

必 句』 必 数学10 4 
修

数学11もしくは12 4 
， 修 数学11もしくは12 4 

教科

応用技能11 2 
‘』 教

美術10と(もしくは) 4 

美術11 2 ， 科 応用技能10，11， 12 
28 

社会11もしくは12
48 

社会10
単位

4 司』 単位
BC先住民学11 4 

， 社会11もしくは12 4 

科学11もしくは12 科学10 4 I 

キャリアと生活設計11 2 ~ 科学11もしくは12 4 ， 
キャリアと生活設計12 2 体育10 4 

2 、』 プランーング10 4 

-- 選択教科・科目 28 

選択教科・科目 4 卒業ポートフォリオ注1) 4 

メE〉1、 音ト 52 メE〉3、 計 80 

注 1) r卒業への移行」という名称に2008年から変更

(Graduation Portfolio Assessment and Focus Areas;A Program Guide，2004より著者作成)
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な実践活動を経た後，まとめ，発表する学習活動

である。この「卒業ポートフォリオ」は，中等学

校卒業の「エビデンス(調べ発表，創作活動といっ

た学習活動の足跡)J としての役割以外に，中等

後教育の奨学金申請資料，就職の面接等での利用，

さらには生涯に渡る実践の深化・継続を目指す。

表 2は， 2004年改訂の卒業プログラムにおけ

る「卒業ポートフォリオJの構造である。「ポート

フォリオの中核J(=側面 1)は全領域必修で，

「側面 2J以降は 6つの領域の中から自身の関心

に合わせて 1領域(場合によっては複数領域)選

択し各自が具体的な課題を追究する。「卒業ポー

トフォリオ」の評価は項目ごとに行動目標が設け

られ，得点、化される。「プランニング10Jという

授業では，「卒業ポートフォリオ」作成支援のため

の時間が確保され注2)，この授業をとおして，「卒

業ポートフォリオ」作成が学校・家庭・地域で取

り組んだ実践活動の蓄積だと生徒に認識させる。

最終学年の12年生では，生徒の発表内容に応じ

て，イベントの開催，発表，パフォーマンス等に

よる最終プレゼンテーションを実施するはこびと

なる。

「卒業ポートフォリオ」作成には，「プランニン

ク"10Jのほかに，開講教科・科目全体で生徒が自

発的に「エビデンス」を集め，学びを深めるプロ

セスが重視される。表 3は卒業プログラムガイド

日本家庭科教育学会誌第 52巻第3号 (2009.10)

で「卒業ポートフォリオ」のエビデンス収集に寄

与する科目として紹介された家庭科関連科目の一

覧である6)。「家庭科関連科目」としたのは， rIRP 

家庭科Jの中で挙げられない科目群のうち，各学

校で家庭科のコースに置かれているもの，家庭科

教員が担当している科目を含む「からである。

濃い網掛け部分は家庭科関連科目がある項目で，

とくに「美術・デザインJr健康管理j の領域で科

目名が数多く挙がっている。例えば，「美術・デ

ザイン」領域では調理，被服製作等で作品の創作・

評価を審美的に学び，絵画・戯曲の作品鑑賞・解

釈をもとに家族/人間関係について考えることが

できる。また， q育報工学」ではCADによるデザ

インや，アパレルの商品管理等で、コンビュータ技

術の活用が想定できる。

薄い網掛け部分は「プランニンク"'10Jを含む項

目である。「プランニング10Jは家庭科がある「応

用技能」とは別の教科群「健康とキャリア教育」

に置かれているが，その内容は「卒業ポートフォ

リオ」作成支援以外に健康教育，生活設計も含む

ので，日本の家庭科教育がカバーする内容と大い

に重なる。よって， 日本の家庭科教育の学習内容

で見ると，家庭科と「卒業ポートフォリオ」の関

わりはさらに拡大するかもしれないが，現状のB

C州の家庭科でも表 3に表れるように「卒業ポー

トフォリオ」作成に貢献可能な科目が多くある。

表2 r卒業ポートフォリオ」の構造

ポートフォ ポートフォリオの中核 ポートフォリオの選択
リオの領域 側面 1 側面2 側面3 側面4 側面5

美術・デザ アート・パフォーマンス・ オリジナル作品を創作 アート・パフォーマンス・ アート・パフォーマンス・
イン デザイン作品に感応する し，演じ，デザインする デザイン作品の構成(要 デザイン作品の文化的，認

1 素，原則，材料，過程， 歴史的，社会的背景を
スキル)を分析する 識する

コミュニティ サービス活動に協力的か 積極的な対人コミューケー 人権(擁護)に応える 多様性の尊重を促す
2への参加と つ敬意をもって参加する ションのスキルを示す

責任

3教育・キヤ “卒業への移行計画"を 教育，キャリア，生活に 移転可能な教育的スキル 集中的かつ継続的な学習
リア計画 やり遂げる 関する情報を調べる を認識し実践する に取り組む

4 1
1
力
雇用適正能 勤労・ボランアイア体験 基本的なスキルを実行し 個人のマネジメントスキ チームワークのスキルを

を30時間やり遂げる てみる ルを行動で示す 行動で示す

5情報工学 IT技術を利用する 情報を調べるためにイン 情報管理のためにITを周 情報を紹介す1るためにIT
ターネットを{吏う いる を用いる

健康管理 中度~強度の遂身げ体る運動8 「ポートフォリオの中核」 身体健的ウェルビーイング 情緒的ウェルビーイング 健康向上の
6 0時間をやり で示された必修80時間よ と 康的な食事を結びつ と身体の健康とを関連づ ための意思

り多くの時間，運動する ける ける 決定をする

(Graduation Portfolio Assessment and Focus Areas;A Program Guide， 2004より著者作成)
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2. IRP家庭科の改訂の特徴と卒業プログラム

(1) IRPとは

IRPは， 3つの学習原則(①学習には生徒の積

極的な参加が必要である，②生徒は多様な方法，

様々な進度で学習をする，③学習には，個人と集

団両方のプロセ スがある)に則って開発されたカ

リキュラム指標である。現行のIRPは i予想され

る学習成果」に対応する「指導戦略例J，i評価戦

略例J，i推薦学習資料」で構成されている。

2002年に実施されたBC州教育省調査 (N=

2，954) でのIRPの活用状況を見ると，半数強の

教員が「ときどき Ji通常」利用すると回答し，初

任者が最も IRPを活用する機会が多かった7)。 ま

た，「予想される学習成果」が最も利用され，実用

性があると評価されていた。 しかし， 同州の教育

法で iIRPを基盤としたカリキュラム構築Jが推

奨されてはし当るが， IRPは日本の学習指導要領に

比べて拘束力が弱 く，実際の利用は教員裁量に任

されている 。事実，筆者がBC州、|の家庭科教員，

教育実習生にIRPの運用状況を尋ねたところ，

iIRP導入以前の授業内容と現在もあまり違いが

ない学校もある J，iIRPの存在を知らない教員も

いる」という 回答もあ った。また，開講科目が学

校ごとに異なることから， IRPも多様な履修形態

や卒業プログラム改訂への対応を要していた。

(2)パンクーパー市の家庭科開講状況と改訂 rlRP家

庭科」

IRPは日本の学習指導要領のように学校段階ご

との改訂ではなく，教科・科目ごとに随時改訂が

行われる。iIRP家庭科Jは卒業プログラムの改訂

に伴い， 2004年に「家庭科 8-10Jの補足版を出

している。ここでは， 10年生の家庭科の「予想さ

れる学習成果」について「計画と問題解決J，i背

景J，i技術的能力」の観点が補足され i卒業ポー

トフォリオ」支援の方向が示されたといえる。そ

して， 2007年には新たに家庭科カリキュラムを

再構成したIRP改訂版が発表された (2008年 9月

施行)。 この改訂では①2004年のIRP補足版から

一歩進めた「卒業ポー トフォリオJ導入への対応，

②実際の科目開講状況を反映したカリキュラムの

再構成，③各学年のつながり，学習プロセスの重

視，が見てとれる。そこで，②に挙げた実際の開

講状況について， BC州の人口集中地域であるパ

ンク ーバー市の状況を例にとる。パンク ーパー市

には全日制の中等学校が全部で18校あるが，そ

のうち家庭科関連科目 があるのは 15校である 。

表4は， 2006/07年度に 15校で開講された家庭

科科目の一覧である。表頭に挙げた科目名は，各

表3 r卒業ポート フォ リオ」に対応する科目例

ポート アォリオ ポートフォリオの中平'i< ポート アォリオの選択

の領域 側面 1 側面2 側面3 側面4 側面 5

美術 ・デザ
家被12庭目|(斜4学ノ10 食物学家1族1，学 家販(4庭/学科12911科04.4目l2食)'物家学主1九1学，ユ担2量家原(4庭/挙科2101I科/O'，目1，2食)'物家学族11学，被，"，級家(4庭/学科21411科/OL厨1 食物学11，主主1イン 11/12. 121.n&'3"LL/12，家族学12

4/1:6科医)

コミュニティ 全科目で プランニング10と全科目 プァンニング10など プランニング10など
2への参加と で

責任

教育キャ プランニング10と全科 プランニング10 プァンニング10と全科目 プランニング10と全科目
3 リア計画 回で で で

雇用適正能 プランニング10と全科 プランニングI)O，全家て族学 プ7 ンニング10と全科目 プランニング10と全科目
4力 目で 11 QIIW科目 の科 で で

自で

5情報工学 被線学12(1129科医) プランニング10と全ての (017科目)全ての科目で (0/4科目)全ての科目で
科目で

健康管理 家庭科該当科目なし(0 家庭科該当科目なし(0/2

家6プ1ア0科意ヲ/ト襲目撃ンMレ}←L1/0ニV/12グンu1グ0カ〆11フωlA"食豆租物1テ2学/ リ
プラピン11ニス/ユUン12/グ，10. 家主安学

プランニン
/2科目) 科目) 10/ ヒューマン

族塁物/日グ/学宮1学/利L0事明1，02，0/) 家食/ (2 b 6 
サ目) ー 12 (2/3科

" 
r ~ ':-t .噌

ーι
'比巴

注)表中の ( )は r卒業ポートフォリオJ ガイドに縄載された(家庭科関連科回数/全科目数)
(Graduation Portfolio Assessment and Focus Areas;A Program Guide. 2004より著者作成)
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学校の区分にならった。「応用技能 8Jは8年生用

の科目で，家庭科教育と商業，情報，技術教育の

基礎的内容が立てられている。「食物学Jrカフェ

テリアトレーニングJr被服学Jr家族学」は98年

改訂のIRPに示された科目である。「心理学」は

IRPの中で「家族学」に含まれるが，「家族学」と

は別立てで「心理学」の枠組みを設ける学校が多

かったため，表4のようにまとめた。「観光学」は

IRP家庭科にはなく，「職場体験プログラム」のカ

テゴリーにあるが，実際に科目を担当しているの

は家庭科教員が中心で、ある。また，「キャリア準

備科目」も「職場体験プログラム」だが，家庭科

科目として各学校のカリキュラムに紹介されてい

たものは全て取り上げた。

表中の@は対象学年で複数科目設置， 0は1科

目設置を意味する。また，対象学年をとくに明示

していないものについては，履修可能と思われる

学年を推定して示した。表4から家庭科関連科目

を置く学校の特徴は， a.複数科目を設置する学

校が多い b. 全体的に後期中等学校段階での科目

設定が多い c.r食物学Jr被服学」の科目設定が多

く，学年をまたぐ科目が多い d.r家族学Jr心理

学」の開講は11，12年生が中心， といえる。

例えば， F校では「被服学Jの関連科目が8科

日本家庭科教育学会誌第 52巻第 3号 (2009.10)

目， c校では 6科目が置かれている。「その他」の

科目では， A， F校で「卒業ポートフォリオ」で

の体験活動を視野に入れ，ティーチングアシスタ

ントを生徒が担当する科目が置かれたり，「キャ

リア準備科目」として，職業体験を含む「カフェ

テリア/調理トレーニングJrヒューマンサービ

スJr理美容J等を設置したりする学校があった。

図 1はIRP家庭科の枠組みを98年改訂と07年改

訂で比較したものである。 07年改訂では， 98年

改訂の「家庭科8ーlOJr家庭科11，12Jというまと

まりを解体し，学習領域ごとに再編，「家族学」を

後期中等学校段階のみに設置，「家族学」を 6つの

モジュールに分けて再構成し，生徒・教員の関心

等に基づく選択制に，「食物と栄養 8-12Jと「テ

キスタイル 8ー12Jは学年ごとに内容を積み重ね

て学ぶカリキュラムへ，「住居と生活環境Jを「家

族学10-12Jに導入，等の変化が見られる。

図 1の破線で囲んだ各科目の内容を見ると，人

間の心身の発達に関する内容が厚くなり， とくに

「心理」に関する内容は日本の家庭科よりも大き

く扱われているのが特徴的である。キャリアに関

する内容は「卒業ポートフォリオJとの関係から，

各科目の内容に関連する職業について調べ，体験

する「職業体験」の機会が設けられた。

表4 パンクーパー市の中等学校で閣議されている家庭科科目の状況 (2006/07年度)

科目・領学域年名
fHome EconomicsJのIRPに含まれる科目 職場体験プログラム

応用技能 食物学 カ7ェテリアトレーニン 被服学 家族学 心理学 観光学 キャリ7草稿

8 9 110111112 9 110111112 9 1 101 11112 9 1 10 1 111 12， 9 1 10 1 11 1 12 11 12 科目
A 校 。 。。。 。。 。。。 。。 。
B 校 。 。。。.. 0" 。叶

。'‘。" 。。
C 校 。 。叶。我a。。 。。。。 。。。 。
D 校 。。。 。。 。。。 0， 。。 。
E 校 。 。。。 。。 。。。 。。。。
F 校 。 。。0" 。潮1。.，。ギ2。"0" 。。。 。! 。セ1 。
G 校 。。。 。。 。。。 。0， 。。。。
H 校 。 。。。 。。。 。。。。
I校 。 。。。 。。。 。O~ 
J 校 。 。。。 。。。。

-K校 。 。。。。 。。。。 。。
L 校 。 。。。 。。。 。。。。
M 校 。。。 。。 。。 。。。 。
N 校 。 。。。 。。。
0 校 。 。。。 。。 。。!@ 。。 。

@:対象学年での開講科目が2科目以上.0・1科目開講(パンクーパー市教育委員会及び各中等学校ホームベージより著者作成)
注)* 1 履修学年がとくに明示されていない科目で，履修可能と恩われる学年

* 2 fプランニング10Jとの相互乗り入れ科目
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改訂IRPの構成は，より簡潔に書かれた「予想

される学習成果j，I到達指標例j，I主要要素の解

説j，I授業アセスメントモデ、ル」に再編され，以

前よりも各学年のつながり，学習のプロセス重視

が明確化した。「予想される学習成果」は各科目の

内容それぞれについて必要な知識，技能，態度を

定義し，生徒が一連の授業の最後までに何を知り，

できるようになればよいかが記述されている。

「到達指標例」は「予想される学習成果Jにある学

習目標達成を判断するための評価例，「主要要素

の解説Jでは，教材の幅を広げ，なおかつ学習事

項を深く探求するためのヒントが挙げられている。

以上のようにIRP家庭科は，「卒業ポートフォリ

オ」の背景にある考え方 (BC教育省がまとめた

「中等学校を卒業するまでに(社会の一員として)

身につけてほしい力j) に倣い，カリキュラム改

訂されたが， IRPの利用と同様に「卒業ポートフォ

リオ」のエビデンス収集を授業に取り入れるか否

かも教員に委ねられている。

IV. まとめ

BC州教育省は「中等学校卒業までに(社会の

家庭科11-12

| 家族学 | 

:社会の中の家族，個人と家;
:族のニ}ズと欲求，人間の:
:成長と発達，人間関係，家:
:族資源のマネージメント:

|カフェテリアトレーニングl

l安全性・衛生・設備，調i
J理の原理，調理，食事の:
:サービス

1998年改訂

'題
術
開

技

的

一

理
学

調
養
題
一

'
栄
問
一

理
'
的
一

原
造
済
一

の
製
経
一

理
品
会
一

調
食
社
一

! 被服学 l 
i被服材料の基礎，被服柑 l

i料の過程，被服材料の生!
;産，消費者問題，歴史・ l

l伝統・文化

(2008年9月から施行)
1 2007年改訂 l 

| 家族学10ー 12

CFの6つのモジュールから選択)

1 子どもの発達と親業 I I 青少年の発達 l 
i親になる決断，妊娠と出青年期への移行，青去年 i

!産， 乳児のケアと発達-，手7手??話通4zui
l幼児のケアと発達，子どる効果的なコミュニケー;
;ものウエルネスと安全 と子Lン，青年期の問題と i

;:;=-;;:EI 

'---1 職業体験 |一: にー| 職業体験 卜:

L__ I I 社会の中の家族 | 

:成人期への移行，成人期変化する社会の中の家:
;の段階，ライフスタイル族，家族の中での生活
Jと生活の変化，成人期の家族が直面する問題
:問題と課題

~ --1 職業体験 十:

| 対人・家族関係 | 

:関係性の形成，交際，関:
:係性の変化，対人関係に:
;おける効果的なコミュニ:
:ケーション，対人関係に:
・おけるウエ必ネスと安全:

~--j 職業体験 ト・ 1 職業体験 ト:

一
一
一
生
イ

「
」
一
一
た
ザ
択

一
一
一
境
一
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デ
選

一
旨
、
二
環
一
立
の
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一
時
二
活
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自
活
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一
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'
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一
瞬
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一
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一
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一
一
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社
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費

一
一
一
住
一
と
構
消

「
L
一
一
居
の
'

一
一
一
住
活
ン

| 食物と栄養8-12 I 
食事準備の基礎(安全:

と衛生，台所の基礎

材料の機能)，調理技術;

(食品，料浬の方法)，

栄養と健康的な食事，

社会的，経済的，文化;

的影響

職業体験

| テキスタイル8-12 I 

i被服材料の基礎，被服
:材料の構成，創造的な
:プロセスの応用，被服

;材料の用途吟味と選択

職業体験

図 1 QRP家庭科」改訂の枠組み

(Home Economics IRP， 1998，2007より著者作成)
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一員として)身につけてほしい力」育成を実現す

るべく，キャリア形成を視座に入れた参加型体験

学習の累積=r卒業ポートフォリオ」を含む卒業

プログラム導入を実施した。「卒業ポートフォリ

オ」は①卒業後も生徒が学び続けるための学習ス

タイルの定着，②教員だけでなく，地域住民の関

わりを企図した学習方法の採用，③単年度ではな

く3年間にわたる長期のポートフォリオ作成の義

務化.が特徴といえる。また，州統一テスト対象

教科ではない家庭科はBC州の卒業プログラムの

「卒業ポートフォリオ」作成で生徒が収集する「エ

ビデンス」の蓄積に寄与しうることが期待されて

おり，改訂IRP家庭科では実際の開講状況や「卒

業ポートフォリオJに対応する方、向で大幅なカリ

キュラム再編がなされた。

しかし，新しい卒業プログラムで学んだ生徒が

最終プレゼンテーシヨンに臨む 12年生在学時

(2007年 2月)，既に「卒業ポートフォリオJ提出

を必修としないことがBC州教育相のボンポによっ

て緊急告知された8)。制度変更の理由は，教育省

による学校訪問や視察の際に，州内の生徒，親，

教員から「ポートフォリオは複雑すぎるJr生徒が

ポートフォリオに取り組むのも，教員がそれを評

価するのにも，時間がとてもかかる」という否定

的な意見があがったため， と説明された。そのほ

か r卒業ポートフォリオ」では地域社会との結び

つきも特徴の一つだったが，都市圏ではコミュニ

ティの流動化が顕著なため r卒業ポ←トフォリ

オ」への地域住民の継続的参画が難航しているこ

とが指摘されてきた。この結果，「卒業ポートフォ

リオ」を大幅に縮小・簡略イじした「卒業への移行

(Graduation Transitions)注3)Jプログラムが必

修化され9)，「卒業ポートフォリオ」は選択実施と

いう扱いに留まった。

いずれにしても， BC州教育省がまとめた“生

徒に身につけてほしい力"の多くは，日本におけ

る同様の議論の内容とも通底する部分があり， B

C州の「卒業ポートフォリオj全校必修化の試み・

失敗ともに学ぶ点は大きい。 2002年以降BC州で

取り組まれてきた卒業プログラム開発は，①生徒
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が「中等学校卒業までに(社会の一員として)身

につけてほしい力Jとし寸理念の実践化，②日常

にある問題を対象とする学び、への試み，③学校を

囲むコミュニティの人的資源の活用への挑戦， と

いった点で評{面できる。しかし，カリキュラムの

完成年度を迎える前に「卒業ポートフォリオ」を

全中等学校で完遂できなかったのは，州土が広大

という地理的条件，各校の教育資源差，大幅な卒

業プログラムの乱編もさることながら，「卒業ポー

トフォリオ」作成の理念・理解の不徹底という準

備不足，パフォーマンス評価項目の設定・評価実

施上の課題(煩雑さ，責任主体)が挙げられる。

とはいえ， IRP家庭科は卒業プログラムで重視

されたキャリアに関する実践活動に対応し，職業

体験機会を明確に設定した改訂カリキュラムに

2008年の 9月から移行された。よって，今後「卒

業ポートフォリオJが改めて必修化される際には，

家庭科が「中等学校卒業までに(社会の一員とし

て)身につけてほしい力」育成に大きく貢献でき

る教科としての実績が期待できる。しかし，過疎

地に勤務する家庭科専任教員の不足，家庭科教員

養成システムの課題10)もあり，教員聞の人的ネッ

トワークの形成が今後の鍵といえる。そして，

「卒業ポートフォリオ」を実施した学校で家庭科

がどのように結びついて展開されたかについても

今後改めて検討したい。

注

1) 大学のほか専門学校，職業訓練校を含む中等学校卒

業後の教育機関を指す。

2) 10-12年生の 3 年間(1l5~120時間程度)を通じ

て「健康Jr教育とキャリアJrファイナンス」を学ぶ

ほか，卒業プログラムのための JI寺問が10~15%程

度充てられている。

3) 2008年6月に出された「卒業への移行」プログラム

では，①個人の健康(少なくとも毎週150分以上の

中等度の身体運動をする)，②コミュニティとのつ

ながり(勤労体験，コミュニティサービス活動に30

時間以上参加)，③キャリアと生活 (12年生の最終

プレゼンテーションまでに，卒業後の目標，生活設

計をたてる)，が必{彦となった。
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The Reformation of the Secondary 

School Home Economics Curriculum in British Columbia 
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.. Abstract ……...・H ・..…………

In 2004. the British Columbia Ministry of Education added "Graduation Portfolio" in its 

graduation program to support "the development of students who are academically competent， 

able to compete in the real world、andare socially responsibl巴 citizenswho are lifelong learners." 

According to the "Graduation Program Guide" published by BC Ministry 01' Education， home 

economics education is expected to take a large role in preparing. the "Graduation Portfolio." 

Additionally in 2007， BC's home economics provincial education standardsヲIRPwere r巴visedand 

reorganized to adapt to the realities of actual courses which have been offered in secondary 

schools， and to respond to the "Graduation Portfolio(Graduation TransitionsJ." 

Key words;・GraduationPortfol肌 British'Columbia， IRP(Ir巾grat巴dR巴sourcePackages) 
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